































な障壁が横たわっている。その障壁は、 (1) 価値規準のギャップ、 (2) 技術のギ
ャップ、 (3) 組織のギャップ、の３つの側面から整理できる。  
 
［１］価値規準のギャップ  







































3（執筆は 1954 年）である。 19 世紀末
の科学技術革命の時代は、《純粋科学者と職人 4
                                                        
2  Etzkowitz,H. [2001] "The Endless Transition: Innovation, Incubation and Venture Capital in the Triple Helix Era”, a 
draft for the Conference on Global Development, Cambridge MA, April 2001.  





























































３．政策提言— — ギャップをいかにして埋めるか  
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問題が表面化し、新たなガバナンスに解決を求めた地域（ ex. 90 年代始めの広域
シリコンバレー）、インフォーマルな連携がフォーマルな政策動向と上手くリンケ
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